
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒
木
さ
ん
の
話
で
は
、
遊
佐
の
う
る
い
は
、

１
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
主
に
首
都
圏
の
市

場
に
出
荷
さ
れ
、
品
質
的
に
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
と
の
こ
と
。 

栽
培
の
面
で
は
、
①
養
成
畑
の
管
理
は
比

較
的
手
が
か
か
ら
な
い
②
自
分
で
増
殖
で
き

る
た
め
種
苗
代
が
不
要
③
冬
に
ハ
ウ
ス
で
栽

培
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
冬
期
間
の
収
入
源

と
し
て
重
要
な
品
目
と
い
え
る
。 

た
だ
、
株
の
掘
り
上
げ
、
出
荷
、
調
整
に

は
労
力
を
要
す
る
と
い
う
た
い
へ
ん
な
面
も

あ
る
よ
う
だ
。 

う
る
い
の
可
能
性 

うるいの促成栽培の仕組み

◆ 畑での作業 （４月～１１月） 

株を植える うるいの栽培は、株を畑に植え、 

1 年～2 年養成して収穫する、という

作業を繰り返す。 

株は 4月～5月に植える。養成期間

は施肥、除草を適宜行う。 

11 月に入り、葉が黄色くなったら

株を掘り上げる。掘り上げた株(写真

右下)は、低温にあてる(休眠)。一定

の期間寒さにあてると休眠から覚め

て(休眠打破)、芽を出す準備が整う。

2 年間 畑で養成 

株を掘り上げる 

休眠打破 

◆ ビニールハウスでの作業 （１２月～４月） 

促成ベッドに伏せこみ 

収穫・出荷 

電熱線を設置した温かい促

成ベッドに株を伏せこむ。その

上に、茎を白くするためのモミ

ガラを入れる。 

20 日～30 日で収穫となる。 

『うるい』の栄養成分 
山菜のなかでは、ビタミンＣが多く含まれているのがうるい

の特徴。少しあるぬめりのなかには、病気への抵抗力を高める

効果があるという多糖類が多く含まれている。 

特集 ふゆの農業 
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ハ
ウ
ス
を
活
用
し
た 

『う
る
い
』の
促
成
栽
培 

遊
佐
町
小
野
曽(

お
の
そ)

は
、
秋
田
県

と
の
県
境
鳥
海
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
。 

平
成
１５
年
か
ら
農
業
に
携
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
荒
木
さ
ん
は
、
父
が
始
め
た
う
る

い
の
栽
培
を
引
継
ぎ
、
農
地
を
切
り
開
い

て
栽
培
面
積
を
増
や
し
て
き
た
。 

う
る
い
栽
培
農
家
の
中
で
は
若
手
の
荒

木
さ
ん
、
現
在
１００
ａ
の
株
養
成
畑
を
管
理

し
、
毎
年
そ
の
半
分
を
伏
せ
こ
ん
で
、
う

る
い
を
収
穫
、
出
荷
し
て
い
る
。 

最大積雪深が5ｍを超えるところもある山形の冬、 

12月から1月の平均気温は3℃から0℃前後の寒さ。 

夏期に比べて懐も寒くなりがちな農村・農家の冬、 

ハウスを活用した農家のくらしを取材した。 

うるい栽培農家 荒木崇さん 

[写真上] 

2年養成のうるい畑 

 

[写真下] 

モミガラを入れた 

促成ベッド 

４
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